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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、結合したGDPをGTPと交換することでRas様ファミリーのRhoタンパク質を活性化する細胞質タンパク質ファミリーに属するタンパク質をコードしています。この遺伝子は、小さなGTP結合タンパク質Rac1と複合体を形成し、Rac1を膜ラッフルおよび接着斑にリクルートします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2016年3月],機能：RAC1グアニンヌクレオチド交換因子（GEF）として機能し、膜ラッフルを誘導することができます。,類似性：1つのCH（カルポニン相同）ドメインを含みます。,類似性：1つのDH（DBL相同）ドメインを含みます。,類似性：1つのPHドメインを含みます。,類似性：1つのSH3ドメインを含みます。,サブユニット：SH3ドメインを介してPAKキナーゼと相互作用します。 GIT1およびTGFB1I1と相互作用する。ITCHと相互作用する（類似性による）。非リン酸化PAK1と相互作用する。
	研究分野
	アクチンダイナミクスの制御; AMPK
	画像データ
	

	ARHGEF7抗体を用いたラット筋細胞およびラット心臓細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

